
奄美群島日本復帰 70 周年
記念事業

せとうちシアター
塾 本公演　『私たちの望

むものは』

▪奄美の復帰劇、町民らが熱演　瀬戸内町　
　先人の苦労や願い描く（南海日日新聞）

お問い合わせ：瀬戸内町教育委員会社会教育課（担当：藤井・長）
0997-72-2905  syakyou@town.setouchi.lg.jp
令和5年度 文化庁 文化芸術創造拠点形成事業

昨年度に上演し、各メディアでも好評
いただいた、せとうちシアター塾による「私たちの望むものは」
今年度も町内の小学生から大人まで、約 30 名が年齢や役職を越えたチームと
なり舞台を作り上げます。奄美群島日本復帰までの流れを軸に、戦争と平和、
教育の大切さを描いた舞台、どうぞご期待ください。

▪先人の不屈の精神演じ切る（奄美新聞）

▪日本復帰７０年の奄美群島　
　瀬戸内町の住民が演劇で復帰の歴史を伝える
　（KTS 鹿児島テレビ）

昨年度公演の感想（一部抜粋）

昨年の本番の様子は
瀬戸内町公式チャンネルで。

令和５年 12 月 17 日（日）　開場 14:00　開演 14:30
会場：瀬戸内町きゅら島交流館　ホール（180 席）

令和５年 12 月 24 日（日）　開場 15:30　開演 16:00
会場：アマホーム PLAZA（奄美市市民交流センター）マチナカホール（350 席）

出演者の年齢層のバランスが良かった。多くの
児童・生徒が出演していて大変良かった。（70 代  男性）

子どもたちの演技力に感動しました。
もっとたくさんの人に観てほしいと思いました。（50 代  女性）

多くの方に観ていただきたいので、来年も続けて欲しいです。（40 代  男性）

笑いあり、涙ありの最高の舞台でした。これからもこういう
機会を子どもたちに作って欲しい。（50 代  女性） 舞台　私たちの望むものは

入場無料
11 月 15 日より
観覧予約受付開始

＜予約申し込み方法＞
申し込みフォームより申し込みいただくか、下部に記載の問い合わせ先まで、お名前、電話番号、
申し込み人数（最大 5名まで）をご連絡ください。申し込み多数の場合は先着となります。

申し込みフォームはこちら

※上演時間は各公演 90 分を予定しています。



参加者の声

ご支援のお願い

せとうちシアター塾とは

作品を理解するた
めに想像と表現を
繰り返す

主体性を持って
学ぶ力

一つの作品をチーム
で作りあげる

コミュニケーショ
ン能力と社会性

正解のない表現を自
分で探し出す

課題を見つける力
解決する力

アクティブラーニングとしての舞台作り
演劇を通して下記の力を培う
ことを目的としています。

上演作品「私たちの望むものは」　
島の小さな学校に通う小学生５人。放課後いつものように遊んでいたとき、祖母から日本が戦争
していた話を聞く…「奄美大島がアメリカだった？」「私たちのこの島で、何があったの？」　

作・演出：富岡 忠文（Tomioka Tadafumi）
1957 年生まれ。奄美大島小湊出身。1988 年監督デビュー、ニューズームアップ映画祭新人監督賞を受賞。
また同作で自身も日本映画プロフェッショナル大賞新人監督賞、ヨコハマ映画祭新人監督賞を受賞。その後
も映画監督やテレビドラマ、舞台演出などを行い、俳優としても数々の作品に出演している。コミックゼノ
ン CM「今ならわかる」で検索。

違う人になれるので演技は楽しい！
稽古では初めて経験することがたくさ
んあり学ぶことが多いです。
　　　　　　　　　（中学生参加者）

性格がすごく前向きになり、高校でも
さまざまなことにチャレンジしています。
　　　　　　　　　（参加者保護者）

初顔合わせの様子が
新聞に掲載されました
（奄美新聞・南海日日新聞）

せとうちシアター塾では公演成功にむけての寄付を受け
付けております。子ども達の成長と活動への応援、どう
ぞよろしくお願いいたします。

金融機関　あまみ農業共同組合　瀬戸内支店
口座番号　００４１１２１　　　　　　
口座名義　せとうちシアター塾　代表　保島 弘満
※ご不明点はお問い合わせください。振り込み手数料はご負担となります。

主催：瀬戸内町教育委員会社会教育課　0997-72-2905  syakyou@town.setouchi.lg.jp


